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今
回
は
、
歯
が
原
因
で
顔

ま
で
は
れ
あ
が
っ
て
し
ま
う

骨
膜
炎
や
蜂
窩
（
ほ
う
か
）

織
炎
と
い
う
病
気
に
つ
い
て

で
す
。

骨
膜
炎
や
蜂
窩
織
炎
は
、

虫
歯
の
穴
や
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
細
菌
が
奥
深
く
ま
で
入

り
込
み
、強
い
痛
み
や
は
れ
、

発
熱
な
ど
を
引
き
起
こ
す
病

気
で
す
。
炎
症
は
歯
茎
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
骨
を
お
お

っ
て
い
る
膜
（
骨
膜
）
や
周

り
の
筋
肉
に
ま
で
及
び
ま

す
。特
に
ほ
お
や
あ
ご
の
下
、

舌
の
下
の
部
分
で
は
急
激
に

炎
症
が
広
が
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
目
を
開
け

ら
れ
な
い
ほ
ど
は
れ
て
し
ま

っ
た
り
、
食
事
が
飲
み
込
め

な
く
な
っ
た
り
、
口
が
開
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
。

重
症
に
な
る
と
、
炎
症
が

肺
の
付
近
に
ま
で
広
が
っ
て

呼
吸
が
困
難
に
な
っ
た
り
、

血
液
の
中
に
細
菌
が
入
り
込

み
、
そ
れ
が
全
身
に
回
る
こ

と
で
死
を
招
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
重
篤
な
状
態

に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、
熱

が
出
た
り
、
は
れ
が
広
が
っ

た
り
し
た
ら
す
ぐ
に
受
診
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
際
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
は
、
症
状
を

さ
ら
に
悪
化
さ
せ
な
い
た
め

に
も
安
静
を
保
ち
、
体
を
十

分
に
休
め
て
あ
げ
る
こ
と
で

す
。治

療
は
ま
ず
、
抗
菌
剤
を

飲
ん
で
い
た
だ
く
か
点
滴
を

し
て
炎
症
を
抑
え
ま
す
。
そ

し
て
、
症
状
が
落
ち
着
い
て

か
ら
原
因
と
な
っ
た
歯
の
治

療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
中

に
は
入
院
を
要
す
る
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。よ
く
、

原
因
の
歯
を
す
ぐ
に
抜
い
て

欲
し
い
と
希
望
さ
れ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
炎

症
の
強
い
時
期
に
抜
歯
は
禁

物
で
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
突
然
起

こ
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
長
く
抱
え
て
い
た
慢
性

の
炎
症
が
急
性
化
し
た
状
態

で
す
。
「
痛
く
な
い
か
ら
大

丈
夫
」
な
ど
と
安
易
に
考
え

ず
、
日
ご
ろ
か
ら
定
期
的
に

歯
科
医
院
を
受
診
し
て
慢
性

の
病
気
が
潜
ん
で
い
る
か
を

調
べ
、
治
療
し
て
お
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

次
回
は
皆
さ
ま
も
よ
く
ご

存
じ
の「
親
知
ら
ず
」で
す
。

（
内
山
公
男
医
長
、
若
林

類
医
員
）◇

◇

わ
か
ば
や
し
・
る
い

１

９
７
５
年
、
東
京
都
目
黒
区

生
ま
れ
。
筑
波
大
付
属
高
か

ら
日
大
歯
学
部
卒
。
慶
応
大

医
学
部
歯
科
口
腔
外
科
入
局

後
、
２
０
０
２
年
か
ら
現

職
。

細
菌
入
り
、死
ぬ
恐
れ
も

骨
膜
炎
、蜂
窩
織
炎

イラスト 小林隆一

若林類医員

ぜ
ん
そ
く
発
症

男
性
は
早
期
型

ぜ
ん
そ
く
の
発
症
は
、
男

性
は
小
児
期
に
、
女
性
は
成

人
後
に
多
い
、
と
イ
タ
リ
ア

・
ベ
ロ
ー
ナ
大
学
の
ロ
ベ
ル

ト
・
デ
マ
ル
コ
博
士
ら
が
報

告
し
た
。

同
博
士
ら
は
、
男
女
一
万

八
千
八
百
七
十
三
人
を
対
象

に
、
出
生
時
か
ら
四
十
四
歳

ま
で
の
ぜ
ん
そ
く
発
症
率
を

調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
男
性

で
は
十
五
歳
以
下
の
小
児
期

で
の
発
症
（
早
期
発
症
型
）

率
が
高
く
、
女
性
で
は
三
十

歳
以
降
の
成
人
で
の
発
症

（
晩
期
発
症
型
）
率
が
高
い

と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

ぜ
ん
そ
く
は
一
般
的
に
、

早
期
発
症
型
の
方
が
罹
患

（
り
か
ん
）期
間
が
短
く
、二

十
四
カ
月
間
ぜ
ん
そ
く
発
作

が
生
じ
な
い
寛
解
率
も
高
い
。

枯
れ
葉
剤
で

白
血
病
が
増
加

米
国
専
門
委
が
確
認

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
を
含
ん
で
い
る
枯

れ
葉
剤
「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
オ

レ
ン
ジ
」
の
散
布
に
か
か
わ

っ
た
軍
人
ら
は
、
白
血
病
の

発
生
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

と
の
報
告
書
を
、
米
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
の
専
門
委
員
会
が

発
表
し
た
。

枯
れ
葉
剤
と
白
血
病
と
の

関
連
に
つ
い
て
は
専
門
家
の

間
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い

た
が
、
権
威
あ
る
専
門
組
織

に
よ
る
今
回
の
結
論
は
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
や
除
草
剤
の
健

康
影
響
評
価
の
在
り
方
に
も

影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

委
員
会
は
、
枯
れ
葉
剤
や

除
草
剤
と
白
血
病
の
関
連
に

関
す
る
過
去
六
件
の
研
究
結

果
を
評
価
。
戦
争
や
農
作
業

な
ど
で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
オ

レ
ン
ジ
や
同
種
の
除
草
剤
を

扱
っ
た
り
、
そ
れ
に
さ
ら
さ

れ
た
り
し
た
人
は
「
慢
性
リ

ン
パ
球
性
白
血
病
の
発
生
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
」
と
し
た
。
報

告
書
は
具
体
的
な
発
生
率
に

は
触
れ
て
い
な
い
。

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
オ
レ
ン
ジ

は
、
一
般
に
も
使
わ
れ
た
２

・
４
&
Ｄ
や
２
・
４
・
５
&

Ｔ
と
呼
ば
れ
る
除
草
剤
を
主

成
分
と
す
る
枯
れ
葉
剤
で
、

猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
不

純
物
と
し
て
含
む
。

委
員
会
は
ま
た
、
枯
れ
葉

剤
と
非
ホ
ジ
キ
ン
リ
ン
パ
腫

（
し
ゅ
）
な
ど
の
が
ん
発
生

と
の
関
連
に
つ
い
て
も
、
明

確
な
関
連
が
あ
る
と
し
た
。

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
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%
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%
%
%
%
%
%
%
%
%

皮
膚
に
、
小
さ
な
お
で
き

が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
横

浜
赤
十
字
病
院
（
横
浜
市
）

皮
膚
科
の
高
橋
泰
英
部
長
は

「
『
せ
つ
』
や
炎
症
性
粉
瘤

（
ふ
ん
り
ゅ
う
）
の
可
能
性

が
高
い
。
い
ず
れ
も
毛
穴
の

炎
症
で
す
が
、
治
療
法
は
異

な
り
ま
す
」
と
言
う
。

毛
穴
が
細
菌
に
感
染
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
起
き
る
炎
症

を
、毛
嚢（
も
う
の
う
）炎
と

か
せ
つ
と
呼
ぶ
。毛
穴
と
一

致
し
た
所
に
赤
い
腫
れ
や
、

軽
い
痛
み
が
あ
り
、中
心
に

う
み
を
持
つ
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
で
き
る
場
所
は
、

尻
や
脚
が
多
い
。毛
嚢
炎
は

浅
く
小
さ
い
も
の
、せ
つ
は

深
く
大
き
い
も
の
を
言
う
。

原
因
は
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球

菌
と
い
う
、
あ
り
き
た
り
の

細
菌
だ
。
毛
を
そ
っ
た
り
、

衣
服
で
強
い
刺
激
に
さ
ら
さ

れ
る
な
ど
し
て
、
毛
穴
を
痛

め
る
と
で
き
や
す
い
。

顔
の
お
で
き
を
面
疔
（
め

ん
ち
ょ
う
）
と
言
う
が
、
こ

れ
は
せ
つ
の
こ
と
。
栄
養
状

態
が
良
く
、
治
療
が
発
達
し

た
今
日
で
は
恐
れ
る
こ
と
は

な
い
。

毛
穴
の
出
口
が
汚
れ
な
ど

で
ふ
さ
が
り
、
角
質（
あ
か
）

が
た
ま
っ
て
袋
状
に
な
っ
た

も
の
を
粉
瘤
と
言
う
が
、
袋

の
中
に
角
質
が
増
え
る
と
、

袋
が
破
け
て
角
質
が
皮
膚
の

中
に
ま
き
散
ら
さ
れ
る
。

角
質
は
、
人
体
に
と
っ
て

異
物
と
認
識
さ
れ
、
排
除
し

よ
う
と
し
て
炎
症
が
起
こ

る
。こ
れ
が
炎
症
性
粉
瘤
で
、

背
中
や
顔
、
首
な
ど
に
で
き

や
す
い
。
症
状
は
、
毛
穴
の

所
が
赤
く
腫
れ
て
痛
む
。
う

み
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。

毛
嚢
炎
や
せ
つ
は
、
抗
生

物
質
を
内
服
す
る
こ
と
で
、

大
抵
は
三
日
か
ら
一
週
間
で

治
る
。
自
然
に
治
る
こ
と
も

あ
る
が
、
う
み
を
出
す
た
め

に
皮
膚
の
切
開
が
必
要
に
な

る
場
合
も
あ
る
。

炎
症
性
粉
瘤
に
は
、
抗
炎

症
薬
を
服
用
す
る
が
、
治
療

の
基
本
は
袋
の
摘
出
だ
。
高

橋
部
長
は
「
予
防
に
は
、
皮

膚
は
せ
っ
け
ん
で
軽
く
洗
う

程
度
が
よ
く
、
ご
し
ご
し
こ

す
る
な
ど
皮
膚
を
傷
つ
け
な

い
こ
と
で
す
」と
助
言
す
る
。

鼻
の
お
で
き
、
気
に
な
る
わ

中
等
度
以
上
の
両
耳
聴
覚

障
害
は
千
人
に
一
人
と
さ
れ

る
。
言
語
の
習
得
に
は
、
言

葉
を
聞
き
、
そ
れ
に
意
味
が

あ
る
こ
と
を
学
ぶ
必
要
が
あ

る
が
、
音
が
聞
こ
え
な
け
れ

ば
言
葉
も
話
せ
な
く
な
る
。

言
葉
の
遅
れ
は
知
能
の
発
達

に
も
影
響
す
る
た
め
「
聞
く

と
い
う
こ
と
は
と
て
も
重
要

な
こ
と
」
と
強
調
す
る
。

新
生
児
聴
覚
検
査
は
県
内

で
は
モ
デ
ル
事
業
以
外
に
、

小
児
科
や
産
婦
人
科
で
自
主

的
に
行
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
検
査
方
法
は
自
動
聴
性

脳
幹
反
応
検
査
（
Ａ
Ａ
Ｂ

Ｒ
）
、
ま
た
は
耳
音
響
反
射

（
Ｏ
Ａ
Ｅ
）
が
あ
る
。
う
ち

Ａ
Ａ
Ｂ
Ｒ
は
比
較
的
短
時
間

で
音
に
反
応
す
る
脳
波
を
調

べ
ら
れ
る
方
法
で
、
約
五
年

前
に
国
内
に
導
入
さ
れ
、
広

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

初
め
の
検
査
は
生
後
一
週

間
以
内
に
実
施
さ
れ
る
の
が

一
般
的
。
こ
こ
で
聴
覚
障
害

の
反
応
が
出
た
場
合
、
聴
性

脳
幹
反
応
検
査
（
Ａ
Ｂ
Ｒ
）

な
ど
に
よ
る
精
密
検
査
を
行

う
。
な
お
難
聴
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
、
乳
幼
児
聴
力
検
査

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
総
合

的
に
判
断
し
、
生
後
三
&
六

カ
月
で
補
聴
器
を
装
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

一
般
的
に
、
子
ど
も
は
二

歳
ご
ろ
に
言
葉
の
意
味
を
理

解
し
始
め
、
三
歳
で
約
七
百

語
を
覚
え
る
。
聴
覚
障
害
で

も
生
後
六
カ
月
か
ら
補
聴
器

を
付
け
れ
ば
、
三
歳
ま
で
に

三
百
&
四
百
語
を
話
せ
る
よ

う
に
な
る
と
さ
れ
る
。

し
か
し
発
見
が
遅
れ
二
歳

す
ぎ
に
対
応
す
る
と
、
三
歳

で
覚
え
る
の
は
二
十
&
三
十

語
程
度
と
激
減
す
る
。
「
生

ま
れ
て
か
ら
二
年
間
と
い
う

と
意
外
と
短
い
も
の
。
そ
の

間
に
発
見
で
き
る
か
ど
う
か

が
、
将
来
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
」

ま
た
、
聴
覚
障
害
を
発
見

し
た
後
の
治
療
は
「
子
ど
も

本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
へ

の
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
も
含
め
支
援
す
る
体
制
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
高

野
澤
医
師
は
指
摘
し
て
い

る
。

◇

◇

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
県

地
方
部
会
は
「
耳
の
日
無
料

相
談
」
を
三
月
三
日
午
前
十

一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、

宇
都
宮
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
ロ
ビ
ン
ソ
ン
百
貨
店
宇
都

宮
九
階
）
で
実
施
す
る
。

耳
に
関
す
る
病
気
や
悩

み
、
不
安
に
つ
い
て
、
医
師

三
人
が
相
談
に

応
じ
る
。
直
接

会
場
へ
。

市
民
公
開
講
座
「
脳
卒
中

は
恐
ろ
し
い
。
だ
け
ど
、
も

う
怖
く
な
い
&
予
防
か
ら
社

会
復
帰
ま
で
&
」（
下
野
新

聞
社
、
第
二
十
八
回
日
本
脳

卒
中
学
会
総
会
市
民
公
開
講

座
主
催
）
が
三
月
十
五
日
、

宇
都
宮
市
瓦
谷

町
の
県
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
大

講
堂
で
開
か
れ

る
。入
場
無
料
。

定
員
四
百
人
。

県
内
外
の
日
本
脳
卒
中
学

会
所
属
の
医
師
が
中
心
と
な

り
、
脳
卒
中
発
生
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
予
防
、
治
療
方
法
な

ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

講
義
す
る
。

座
長
は
独
協
医
大
神
経
内

科
の
平
田
幸
一
教
授
。
第
一

部
で
は
、
済
生
会
宇
都
宮
病

院
神
経
内
科
の
今
井
明
医
長

や
足
利
赤
十
字
病
院
の
小
松

本
悟
副
院
長
な
ど
六
人
の
医

師
が
講
師
を
務
め
る
。
さ
ら

に
第
二
部
で
、
県
医
師
会
付

属
塩
原
病
院
の
森
山
俊
男
副

院
長
、
県
理
学
療
法
士
会
の

金
子
操
会
長
な
ど
十
人
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

午
後
零
時
半
開
場
、
午
後

一
時
開
演
。
終
了
は
午
後
四

時
半
と
な
る
。

参
加
に
は
聴
講
券
が
必

要
。
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、

脳
卒
中
に
関
す
る
質
問
を
記

入
し
て
、
〒
３
２
０
'
８
６

８
６
、
宇
都
宮
市
昭
和
一
ノ

八
ノ
一
一
、

下
野
新
聞
社

事
業
部
「
脳

卒
中
市
民
公

開
講
座
」
係

へ
。
フ
ァ
ク
ス
は
０
２
８
・

６
２
５
・
１
０
５
４
。

三
月
五
日
締
め
切
り
（
当

日
必
着
）
。
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

（
問
）
下
野
新
聞
社
事
業

部
!
０
２
８
・
６
２
５
・
１

１
３
４
。

高
野
澤
美
奈
子
医
師

生
後
間
も
な
い
段
階
で
聴
覚
障
害
の
有
無
を
調
べ
る
新
生
児
聴
覚
検
査
が
広
ま
っ

て
い
る
。
早
期
に
対
応
す
れ
ば
、
言
葉
の
遅
れ
も
防
げ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
た
め

だ
。
厚
生
労
働
省
は
現
在
、
本
県
を
含
む
八
都
道
県
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
中
で
、

県
内
で
は
自
治
医
大
と
独
協
医
大
の
二
カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
自
治
医
大
耳
鼻

咽
喉
（
い
ん
こ
う
）
科
の
高
野
澤
美
奈
子
医
師
に
、
聴
覚
検
査
の
意
義
を
聞
い
た
。

三
月
三
日
は
耳
の
日
。

小
中
高
生
の
視
力

悪
化
率
が
増
加

%
年
度
調
査

文
部
科
学
省
が
発
表
し
た

二
○
○
二
年
度
学
校
保
健
統

計
調
査
速
報
に
よ
る
と
、
裸

眼
視
力
が
１
・
０
以
下
は
、

幼
稚
園
で
)
・
５
％
、
小
学

校
(
・
７
％
、
中
学
校
*
・

０
％
、
高
校
+
・
８
％
で
、

幼
稚
園
を
除
き
前
年
を
上
回

っ
た
。

前
年
に
比
べ
、
幼
稚
園
は

０
・
７
,
減
り
、
小
学
校
は

１
・
３
,
、
中
学
校
は
０
・

８
,
、
高
校
は
３
・
５
,
そ

れ
ぞ
れ
増
え
た
。

声
も
%
性
転
換
&

女
性
ら
し
く
可
能

男
性
か
ら
女
性
へ
性
転
換

し
た
後
に
、
手
術
に
よ
っ
て

声
も
女
性
の
声
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
独
カ
タ
ハ
リ

ネ
ン
耳
鼻
咽
喉（
い
ん
こ
う
）

科
病
院
の
ミ
リ
ア
ム
・
キ
ル

ゲ
ダ
・
キ
ュ
ー
ネ
ル
ト
博
士

が
、
南
西
ド
イ
ツ
耳
鼻
咽
喉

科
医
師
会
の
年
次
大
会
で
報

告
し
た
。

こ
の
手
術
は
、
声
帯
の
前

部
約
三
分
の
一
の
上
皮
を
両

側
か
ら
め
く
る
よ
う
に
し
て

は
が
し
、
中
央
部
で
縫
い
合

わ
せ
、
声
帯
を
短
く
し
て
声

域
を
高
く
す
る
と
い
う
。

同
博
士
は
、
こ
れ
ま
で
に

男
性
か
ら
女
性
へ
の
性
転
換

者
十
九
人
に
対
し
こ
の
手
術

を
行
い
、
十
八
人
が
女
性
の

声
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
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広広
まま
るる
新新
生生
児児
聴聴
覚覚
検検
査査

自
治
医
大
・
高
野
澤
医
師
に
聞
く

難聴を早期発見
言葉の遅れ防ぐ

３
月
３
日
に
!
耳
の
日
"
相
談

切開、摘出必要なことも
#せつ$、炎症性粉瘤の疑い

皮皮膚膚ににででききるる小小ささななおおでできき

イ
タ
リ
ア
の
博
士
報
告
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イラスト 山口明子

来
月
、宇
都
宮
で
公
開
講
座

脳
卒
中
を
学
ぼ
う

１３ "!!#年（平成１５年）"月"$日（水曜日）健 康 第３種郵便物認可


